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論文審査の結果の要旨 

 

耐遅延ネットワーク技術は，エンドホスト間に低ロス率，低遅延な通信路が確保できることを前提とした TCP/IPで

は通信できない環境下においても通信を可能にするネットワーク技術であり，通信インフラが破壊された大規模災害

時における通信等への活用が期待されている．また，近い将来に実現すると考えられている Internet of Things は，

電力制御によって間欠的に起動する膨大な数のホストで構成されるネットワークになると想定されており，耐遅延ネ

ットワーク技術はそのような状況においても有用であると考えられる． 

このような背景の下，本論文は耐遅延ネットワークの典型的な例の一つであるモバイルアドホックネットワークに

おける蓄積運搬転送型ルーチング方式に関する研究をまとめたものであり，その成果の概要は以下の通りである． 

（１）各端末が過去の遭遇履歴情報の収集機能を持たない，あるいは，収集しても将来予測に寄与しないという状況

下でも実装が可能な，マルチスプレッダールーチング方式を提案している．本方式は疎密度モバイルアドホッ

クネットワークにおける基本的なルーチング方式であるエピデミックルーチング方式と２ホップルーチング方

式の両方を特別な場合として含む．この方式に対して，マルコフ連鎖を用いた性能解析と数値実験，ならびに

実トレースデータに基づく性能評価を行い，本方式は様々な網状況においても配送遅延性能と網資源量のバラ

ンスを取ることが可能であることを示している． 

（２）端末密度が場所によって有意に異なるという状況下において，推定された端末密度に基づいて複製メッセージ

の転送確率を制御するルーチング方式を提案している．シミュレーション実験によって，端末密度が高い領域

で複製メッセージの転送確率を抑制することで，遅延性能を大きく劣化させることなく，網資源使用量を抑制

できることを示している．また，端末密度推定の精度が性能に与える影響を調べ，荒い推定であってもルーチ

ング性能に大きな影響を与えないことを示している．端末密度に基づいたルーチング方式は過去にほとんど検

討されておらず，非常に新規性の高い研究である． 

（３）端末の効用値に基づいて複製メッセージを転送する既存のルーチング方式に，端末密度の情報を付加して複製

メッセージの転送確率を制御する新たなルーチング方式を提案している．シミュレーション実験によって，端

末密度が高い領域では効用値によるルーチング方式が効率的であるが，端末密度の低い領域では，効用値に基

づく複製メッセージの転送は性能向上に結びつかないことを示している．また，効用値あるいは端末密度単独

の情報に基づくルーチング方式よりも，これらを組み合わせたルーチング方式の方が性能向上を期待できるこ

とを示している． 

以上のように，本論文はモバイルアドホックネットワークにおける蓄積運搬転送型ルーチングに対して，過去の端



末遭遇履歴情報を利用しない場合と利用する場合の双方において，それぞれ既存のルーチング方式の性能を大幅に改

善する新しいルーチング方式を提案している．蓄積運搬転送型ルーチングは今後，その応用範囲が大きく拡がる可能

性を持っており，本研究で得られた知見はさらに効率的な方式を開発する際にも非常に有益である．よって，本論文

を博士論文として価値あるものと認める． 

 

         


